
広域交流型オンライン学習 社会科学習指導案

令和８年６月１０日（水） 1時間目10：２５～11:１０ 2時間目11:１５～12：００１ 授業日時

学習活動 ※全体(全)・教室(教)・個人(個) 予想される生徒の反応（例） 指導上の留意点

＜導入＞
１．国土の南北の広がりを理解する。（１５）
（１）クイズ：参加校の今の気温は？（全）
①最北の苫前小…北海道
②最南の尾母小…鹿児島県
③中間の上下南小…広島県
（２）なぜこんなに違うの？（教）

（３）緯度，そして気温が違うと，他にもどんな違い
があるだろう？（全）

・最北は北緯44度。15℃ぐらいでは。
・最南は北緯27度。25℃ぐらいでは。
・広島は北緯34度。20℃くらいでは。
・日本は南北に長いな。
・北と南では，気温が違うから。
・緯度が高いほど寒く，低いほど暖かいから。
・服装が違う。食べ物が違う。
・植物が違う。作物が違う・・・

・【資料１】を掲示
・二択〇×問題
・カメラに向かって意思表示

・学級内で理解の確認

・意見交換→学級代表
→カメラの前へ

学習課題： 土地でとれる作物は，い度と気温で決まるのか？

＜展開１＞
２．アンケート：課題に対し仮説を表明する。（５）
①はい，②少しはい，③少しいいえ，④いいえ

３．「緯度と気温は，作物に影響する」を検証する。
（２５）
（１）今日は「米」と「リンゴ」に注目。
２つの作物は，北海道，広島県，鹿児島県でと
れるかな？【資料２】を参考に，○×予想しよう
→時間が余れば，理由も考える。（教）（８）。

（２）実際に学校に聞いてみよう。（全）（５）
①北海道の皆さん。米・リンゴはとれますか？
②広島県の皆さん。米・リンゴはとれますか？
③鹿児島の皆さん。米・リンゴはとれますか？
※自分の住む市町を様子を基準に答える

（３）結果を聞いて，「あれっ？」「変だな？」と思っ
たことはない？みんなの疑問とその理由を発表
しよう。（教）（１２）
①北海道についての疑問は？
②広島県についての疑問は？
③鹿児島についての疑問は？

（４）作物は，緯度と気温で決まりそう？？？

・理科で，気温は植物の成長に影響すると
習った。緯度が高い所（北）ほど寒く，緯度
が低い所（南）ほど暖かい。だから緯度と気
温は，作物に影響するはず。
・米は，鹿児島県・広島県・北海道の全部で
○だろう（理由：北海道は米の産地だから
（第2位）。米は暖かい気温が好きなので，
南では，もっととれそうだから）。
・リンゴは，鹿児島県と広島県は×，北海道は
○だろう（理由：青森県はリンゴの産地だか
ら（第1位）。リンゴは寒い気温が好きなの
で，北では，もっととれそうだから）。
・北海道では，米は釧路市では×。ほかは○。
リンゴは北見市では〇，ほかは×。
・広島県では，米は全部〇。リンゴは東広島市
の豊栄町では〇，ほかは×。
・鹿児島県では，本土は〇。しかし，南の島々・
徳之島町は米は×。リンゴも×。
・北海道：釧路市で米がとれないのはなぜ？
理由：産地なのに，そこだけ×は変だから。
・北海道：リンゴがほぼとれないのはなぜ？
or北見市ではリンゴが取れるのはなぜ？
理由：寒いのに，×が多い（そこだけ〇）は変だから。
・広島県：豊栄町でリンゴがとれるのはなぜ？
理由：暖かいのに，そこだけ〇は変だから。
・鹿児島県：徳之島町で米がとれないのはな
ぜ？ 理由：暖かいのに，×は変だから。
◎緯度や気温以外にも理由がありそうだ。

・【AI-1】個人端末で回答

・【資料２】を掲示
・【資料３】に書き込み
・【スプシ１】に担任が入力

・全体進行教員の問いかけ
に，自分の住む市町が×の
場合は声を上げる
・【中継１】大楽毛・浅野牧
場の景観，＆豊栄リンゴ園

・【AI-２】自動収音
・疑問をペアまたは班で話し
合わせる→全体で共有
・学級代表→カメラの前へ

・AIの分析結果の共有

５年生 あたたかい土地／寒い土地のくらし－土地でとれる作物を決めるのは，気温とい度だけか？ －３ 学年・単元名

Ch1:東広島市立寺西小（４学級１２８名），郷田小（２学級５８名），平岩小（3学級８１名） ，高美が丘小（３学級７７名），豊栄小
（1学級13名），河内小（1学級10名），龍王小（５学級１８３名），安芸高田市立向原小（1学級9名），府中市立上下南小
（１学級3名），釧路市立大楽毛学園（1学級25名），苫前町立苫前小（1学級8名），厚沢部町立館小（1学級4名），北見
市立中央小（1学級34名），鹿児島市立平川小（1学級23名），徳之島町立尾母小（1学級2名）

2 参加校

Ch2:スクール“Ｓ”，寺西小SSR，西条ＦＳ，豊栄FS，徳之島「島われんきゃハウス」，安芸高田市「あすなろ」

目標：農作物の生産条件について，主に自然条件（地形や気温）を視点に仮説を構想できる。【思考・判断・表現】

５ 本時（第1時）

⚫ 教科書 pp.22-39（東京書籍），pp.30-45（教育出版）の「あたたかい土地」と「寒い
土地」をあらかじめ概観させておくと，探究が深まります。学習指導要領ではいずれか１つ
を選択して扱うことになりますが，本時はまとめて比較を試みます。

⚫ NHK for Schoolの動画はお勧めです。授業中または宿題で視聴させるとよいでしょう。
・あたたかい土地とさむい土地のくらしの違い（２分１７秒）
・気候や地形をいかした米づくり（２分３３秒）

⚫ 事前アンケートに回答させてください。 リンクは後日提示します。

４ 授業前の準備

Ver.1.9

https://edu.web.nhk/school/watch/clip/?das_id=D0005311488_00000
https://edu.web.nhk/school/watch/clip/?das_id=D0005310904_00000


学習活動 ※全体(全)・教室(教)・個人(個) 予想される生徒の反応（例） 指導上の留意点

＜展開２＞
４．「標高と人間は，作物に影響する」を説明する。
３の仮説の修正可能性に気づく。（３５）

（１）学級でとくに気になる疑問を選ぼう→疑問を
解決しよう（予想を立てよう）（教）（８）。
・北海道：なぜ釧路市だけは米が×か？→A
・北海道：なぜほとんどでリンゴは×か？→B

orなぜ北見市ではリンゴは〇か？
・広島県：なぜ豊栄町だけはリンゴは〇か？→C
・鹿児島県：なぜ徳之島町では米は×か？→D

（２）他の学級と協力して，疑問を解決しよう（教）
（２２）。
①各学級の予想を確かめよう。
②予想があっているか，専門家に尋ねよう。
③質問タイム。専門家に気になることを訊こう。
④あらためて仮説を練り上げよう。
A：北海道開発局の高橋さん（ファシリ：玉井）
B：中央農業試験場の吉田さん（ファシリ：神田）
C：小石川リンゴ園の落合さん（ファシリ：三井）
D：徳之島町学芸員の大屋さん（ファシリ：川本）

（３）分かったことを，他の学級に報告しよう（全）
（５）。

・釧路市で米がとれないのは，寒すぎるから
ではないか。
・北海道でリンゴがとれないのは，寒すぎと
雪が降るからではないか。北見市でとれる
のは，寒さに強い品種を作ったからでは。
・豊栄町でリンゴがとれるのは，北にあって
涼しいからではないか。
・徳之島町で米がとれないのは，土が合わ
ないし，水が足りないからではないか。

・釧路市には，火山灰が広がり，夏は気温も
低く，米には適さなかった1970年頃から
牛乳がたくさん飲まれるようになり，牧草地
では牛を育てるようになった。
・北海道では，100年以上前からリンゴを
作ってきた。しかし,夏の気温が低く（北見
市は夏が暑いのでOK），もっと儲かるライ
バル作物が多い北海道では，リンゴを作る
ところは限られている。
・豊栄町は，標高４００-５００mのところにある。
海沿いよりも2-3度涼しい。冬には雪が積
もる。この高地の涼しさを利用して，リンゴ
園が始まった。
・徳之島町では，昔は米を作っていた。しかし
１９７０年ごろ米が余るようになり，国が米
づくりを止めてと頼んだ。その結果，儲かる
サトウキビへ転作するようになった。

・全体進行教員は，休憩中に
３（３）で出た疑問を分類
・疑問を選択し，仮説を作る
・【スプシ２】に担任が入力
・時間に余裕あれば，専門家
への質問を考えてもよい

・ABCDいずれかのブレイク
アウトルームに入室
・ファシリテータの進行に沿っ
て仮説を練り上げる
・【中継２】専門家
・時間が来たら，メインルーム
に戻る
・【AI-３】自動収音

・ファシリテータによる報告
自然-人間の力カード使用
・AIの分析結果の共有
・ガッテンしたかの意思表示

＜終結＞
５．本時の学習課題に答える。（１０）
（１）草原先生は，とれる作物を決めているものを
カードにしたよ。「自然の力」と「人間の力」に
に仲間分けしよう（全）（５）。

（２）みんなは，（ ）にどちらを入れるかな？
「（ ）の力→とれる作物」
①自然，人間，お悩み，どれかに手を挙げよう。
②決めるのが難しいのはなぜ？（全）（５）。

・「自然の力」カード…緯度，標高，気温，水。
・「人間の力」カード…農家のもうける工夫，
国の方針，ライバル，食生活の変化。

・（ ）には，自然と人間どちらも入りそう。
今日の授業には，両方とも出てきた。悩む。
・自然の力は大きいけど，人間の力も大きい。
どちらも大事かも。

・【資料４】を黒板上で分類

・カメラに向かって意思表示
・お悩み派に理由を尋ねる

【まとめ】土地でとれる作物は，緯度や標高，気温で決まる…【自然の力】。
しかし，土地でとれる作物は，農家のもうける工夫，国の方針，ライバルの存在，食生活の変化でも決まる…【人間の力】
土地でとれる作物は，自然の力だけでは決まらない。人間の力で決まるところもある。どちらも大事では。

目標： 農作物の生産条件について，主に社会条件（農家の工夫や政策）を視点に仮説を修正できる。【思考・判断・表現】

6 本時（第2時）

⚫ 引き続き，とれる作物を決めるのは「自然」の力と「人間」の力かを，他の作物を取り上げながら話し合わせるとよいでしょう。
⚫ 東広島市黒瀬町の農園では「バナナ」を栽培しています。児童には，黒瀬でバナナがとれる理由を考えさせてもよいでしょう。
同農園では，冬になると石油ボイラーで空気を温めて，人為的に暖かい環境を作って育てているそうです。

⚫ 「あたたかい土地」と「寒い土地」のくらし（とくに土地の使い方）について分かったことを，資料１の地図に直接書き込んだり，
ポストイットに書いて貼ったりするとよいでしょう。また，成果物を壁に掲示しておくと，より効果的です。

８ 授業後の展開（例）

⚫ 資料１ 参加校の位置と緯度を入れた日本地図（A２縦×1枚）
⚫ 資料２ 米とリンゴの生産量上位５県，生育に最適な気温（A２縦×２枚）
⚫ 資料３ 米・リンゴ×北海道・広島県・鹿児島県の６枠の表。上に予想，下に答え合わせ（A２横×１枚）
⚫ 資料４ 緑カード：い度，ひょう高，気温，水。茶カード：もうける工夫，国の方針，ライバル，食生活の変化
⚫ 教具１ 磁石マグネット。黒板に資料を掲示するために，20個ほどご用意ください。
⚫ 教具２ 情報共有サイト（DCCきっず）に接続した生徒端末
⚫ スプレッドシート１： 資料３の回答をウェブ上で入力するシート
⚫ スプレッドシート２： 疑問に対する仮説をウェブ上で入力するシート。４つの疑問別にタブを設定する。
⚫ AI-１ 個人投票： 土地でとれる作物は，い度と気温で決まる。 4択（①はい，②少しはい，③少しいいえ，④いいえ）
⚫ AI-２ 収音分析： 各学級の「びっくり」「変だな」の話の中で，少数派だけど鋭い意見を３つ程度取り上げてください。
⚫ AI-３ 収音分析： 疑問解決に向けた様々な「仮説」の中で，少数派だけど鋭い仮説を３つ程度取り上げてください。

資料等は，大学から
事前郵送します。
教具は各校で準備
してください。

７ 教材・教具・ICT関連


